
1 

 

生物統計学/疫学・予防保健学抄読会 

2016/09/28 

健康総合科学科 4年 田中孝志郎 

 

J-DESsERT Trialにおける制限付き平均生存時間を用いた解析 

 

【背景】 

現在、虚血性心疾患における治療の一つとして経皮的冠動脈形成術(PCI)がある。J-DESsERT 

Trial は、PCI で用いられる薬剤溶出型ステント(DES)のパクリタキセル溶出型ステント

(PES)とシロリムス溶出型ステント(SES)の比較を行う多施設共同無作為比較試験である。し

かしながら、この試験の結果においてハザード比が一定であるとはいえず、ハザード比を用

いた解析方法を行うことが適切ではないと考えられる。そのためハザード比を用いた方法に

代わる方法で解析を行うことが必要とされる。 

【目的】 

ハザード比を用いない生存時間解析の方法の一つとして制限付き平均生存時間（Restricted 

Mean Survival Time:RMST)が提案されている。この制限付き平均生存時間を用いて

J-DESsERT trialのデータを解析することが目的である。 

【方法】 

Kaplan-Meier曲線の下部面積を用いて制限付き平均生存時間を推定する方法を用いる。また

制限付き平均生存時間の分散は Kaplan-Meier 推定量の漸近性質から推定する。このとき制

限付き平均生存時間が漸近的に正規分布に従うことから検定を行う。 

【結果】 

本抄録会では J-DESsERT Trialのデータに関して制限付き平均生存時間を用いた解析を行っ

た結果について述べる。 
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